
名 古 屋 大 学 加 速 器 質 量 分 析 計 業 績 報 告 書 （ ｍ ）
刊 行 に あ た っ て

年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー 長 中井信之

タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 が 、 名 古 屋 大 学 の アイ ソ ープ 総 合 セ ン タ ー に ま が り
な り に も 形 を 整 え た の は 、 １ ９ ８ ２ 年 ３ 月 で あ っ た 。 こ の 装 置 に ふ さ わ し い 名 称 が な く
、“１ＪｌｔｒＥｌｓｅｎｓｉｔｉｖｅｈｓｓＳｒ）ｅｃ；ｔ；ｒｏＩＩｌｅｔｅｒ”などと呼ばれていた頃のことである。あれか
ら 早 く も 十 年 経 っ た 。 こ の 十 年 の 間 に 、 こ の Ａ Ｍ Ｓ の 応 用 範 囲 は 当 初 期 待 し て い た 以
上 に 世 界 的 に も 、 大 き く 広 が っ て い っ た よ う に 思 え る 。 加 速 器 質 量 分 析 の 国 際 会 議 は
、１９７８年を最初に１９８１年、１９８４年、１９８７年、そして１９９０年には第５回を数えるに到っ
た 。 そ して 、 来 年 は 第 ６ 回 の 会 議 を 迎 え る こ と に な っ て い る 。
本 学 の 加 速 器 質 量 分 析 施 設 も 、 共 同 利 用 の 実 を 挙 げ る べ く 努 力 を 重 ね 、 年 々 利 用 者

の 数 も 増 加 し て い る 。 数 が 増 え る だ け で な く 、 利 用 者 の 専 門 分 野 が 多 種 多 彩 に な っ て
き て い る の が 最 近 の 特 徴 で あ る 。 こ の こ と は 、 利 用 者 の 方 々 の ご 協 力 を 得 て こ こ に 発
刊 の 運 び と な っ た 名 古 屋 大 学 加 速 器 質 量 分 析 計 業 績 報 告 書 の 第 ｍ 巻 の 論 文 の 内 容 か ら
も 窺 え る 。 こ れ を 機 会 に 、 現 在 ま で に 本 学 で 行 わ れ た 研 究 を 、 Ａ Ｍ Ｓ １ ４ Ｃ 年 代 測 定 と
ＡＭＳ環境１４Ｃ（核実験生成１４Ｃ）測定に分けて私なりに整理してみた（図１）。ま
す ま す、 学 際 的 な 応 用 と 利 用 が 広 が っ て い く こ と で あ ろ う 。
本学におけるＡＭＳ１４Ｃ年代測定と環境１４Ｃ測定の実績が認められ、１９９０年６月に

は 名 古 屋 大 学 附 置 の 「 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー 」 と し て 独 立 し た 。 そ し て 、 本 年 ４
月 か ら は 、 加 速 器 実 験 室 に 中 村 俊 夫 助 教 授 と パ ー ト 一 人 に 加 え 技 官 一 人 が 増 え る こ と
に な って い る 。 ま た 、 分 析 計 の イ オ ン 源 の 改 良 も 進 み 、 ２ ８ 試 料 を 同 時 に セ ッ ト で き 、
し か も 試 料 の 交 換 と ビー ム 最 大 位 置 の 検 索 を コ ン ピ ュ タ ー で 制 御 す る シ ス テ ム を 間 も
な く 使 用 して 頂 け る と こ ろ ま で 漕 ぎ 付 け た 。
本年度のセンターの事業として、昨年１１月２８・１９日に「加速器質量分析と炭素安定

同位体の学際的応用」と題するシンポジウムを開催した。２４の講演と延べ約１５０人の
参 加 者 が あ リ 盛 会 で あ っ た 。 当 時 の 名 古 屋 大 学 早 川 幸 男 学 長 も ３ ０ 分 に わ た リ 「 宇 宙
線 生 成 核 と 炭 素 同 位 体 」 の 講 演 を し て 下 さ っ た 。 そ の 後 、 シ ン ポ ジ ウ ム 論 文 集 の 原 稿
を 誰 よ り も 早 く 一 番 に お 送 り 頂 い た 。 そ して、 論 文 集 の 編 集 さ 中 、 本 年 ２ 月 ６ 日 の 朝 の
こと、先生が２月５日午後１１時５６分逝去されたとの訃報に接した。先生には十年以上も
前 の こ と で あ る が 、 タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 導 入 に あ た リ 設 置 準 備 委 員 と し て
有 益 な 助 言 を 頂 き 、 ま た 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー の 設 立 に 当 た っ て も 学 長 と し て ご
尽 力 た ま わ る と と も に 、 創 設 準 備 委 員 会 の 委 員 長 と して 並 々 な ら ぬ お 世 話 に な っ た 。
利 用 者 の 皆 様 と と も に 先 生 の ご 冥 福 を お 祈 り 申 し あ げ る と 同 時 に 、 心 か ら 感 謝 の 意 を
表する次第であります。
私 は 本 業 績 報 告 書 （ ｍ ） の 発 刊 を 最 後 に 、 本 学 を 去 る こ と に な り ま し た 。 セ ン タ ー

に 関 す る 将 来 像 を 画 き な が ら 、 そ れ を 果 た す 余 裕 の な か っ た こ と は 残 念 で す。 ど う か
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皆さんのご支援により、センターの全国共同利用施設への昇格と新加速器導入による
他の核種ＣＯＢｅ、３６Ｃ１、１２９１など）測定への拡張の道を進んで頂きたい。心残りでは
あるが、センターのますますの発展を願い、業績報告書（Ⅲ）発刊の言葉とするとと
も に 、 お 別 れ の 言 葉 と 致 し ま す 。 １ ９ ９ ２ 年 （ 平 成 ４ 年 ） ２ 月 ２ ２ 日

図１．加速器質量分析による１４Ｃ測定の学際的応用

１４Ｃ年代測定

地 球 科 学 ：

ＵＵ………木片・貝殻片

１１１１５弧の年代………骨・笛などの蛋白１

４ｉ孔虫の年代………１１ｊｌヽＣａＣ０３

；ｉｌｌｔ木の年卜顛ａ）上剔１度………木

祖語年？ｆ蚤Ｅ詣轟縦…毒談

海洋科学：
；ｉｊＱａ）年卜；ｉ水の大飼………ＨＣＯＥｉ

（ＤＩＣ）嚇有１１９５（ＤＯＣ）
・ｔ臼有機ＩＳ（Ｐｏｃ）など

雪 氷 学 ・ 氷 河 学 ：

氷の年代………氷の中の空気Ｃ０２

ｊｋの中の末の葉・木片

水理学：
１１’Ｆ木の年令………溶存ＨＣＯｉ（ＤＩＣ）

；Ｓ隋有顛（ＤＯＣ）

考 古 学 ・ 人 類 学 ：

人骨の年代……贋ａ）ｌｌ白質Ｃｏ川ａｇｅｎ

顕の年代………骨の蛋白質Ｃｏｌｌａｇｅｎ

９の年代………ドングＩリ米・粟・戻り

Ｆヽ？７１ＥＤ］シなど

核実験生成１４ＣのＴＲＡＣＥＲ

地 球 科 学 ：

Ｕｉｌ度（１１３Ｅ５４）降・・・Ｕ有機物

ｉ剔ヒ星鴇間の大ｌｉａ）勁…・-Ｓ４木の年輪

大気Ｃ０２

海 洋 科 学 ：

額轟・・・ＤＩＣのＵｌｌ１４Ｃの践

ＡＭＳ１４Ｃ測定
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林産学・木材物理学：
無年糾木の１４（；の鮪（ｌｌト坤心）

………隻年輪末の成長過度

保 健 物 理 学 ：

笛ａ）蛋白質Ｃｏ川Ｅ１１１ｅｎの１４Ｃ………

ｔｔ実Ｓ１１４（；の鮪ｎと食物代ｌ


